
ふたつのふるさと（海・山の防災交流）事業
令和７年度 成果報告会

１．事務局説明

２．笠松町の実施報告・質疑応答

３．池田町の実施報告・質疑応答

４．知事総括コメント
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本日の予定 １５：００～１5：45



人口減少の一因である若者の流出が進む中、将来の関係人口を増やすとともに 流出を防ぐためには、子どもの頃に他地域を知
り、自らの故郷を知る体験は重要といえる。

このため、県外の小中学生が岐阜県を「もうひとつのふるさと」と感じられるような宿泊・交流・防災体験を県内の小中学生と実
施し、関係人口の創出・拡大とともに南海トラフ地震などの有事の発生時の新たな関係構築に繋がる交流を図る。

ふたつのふるさと事業 ～概要～

定期的な交流学習

・オンラインも含めた定期的交流
・実地での対面交流（体験活動・名所見学）防災体験

防災に関する体験を伴う活動
（炊き出し、避難所設営、防災ワークショップなど）

山 海

有事の際には避難

例：愛知県や三重県の小中学生岐阜県の小中学生

◆岐阜県内で、宿泊を伴う対面による交流を実施
◆「地域資源を活用した体験活動」＋「防災の体験活動」
◆上記＋オンライン等を活用した交流を２回以上実施
◆成果報告について発表

要件

補助率：10/10

上 限：200万円

事業の目的

事業の概要
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・優れた政策を県民等から募集し、県がその活動費を補助
・効果が確認されたアイデアや手法については、必要な修正を加え、県の政策として他の地域に展開

ふたつのふるさと事業 ～市町村一覧～

政策オリンピック
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R7
笠松町 愛知県岡崎市（中学生）

池田町 三重県尾鷲市（小学生）

R8

中津川市 愛知県名古屋市（小学生）

山県市
愛知県南知多町（中学生）

福井県福井市（小学生）

七宗町 静岡県松崎町（小学生）



ふたつのふるさと事業 ～年次計画～
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R7

R8

R9～

成果報告会

共有・反映

共有・反映

成果報告会

事業募集・事業実施（①）
・事業募集（R7・R8実施分を対象）
・笠松町、池田町で先行的に事業実施

事業実施（②）
・中津川市、山県市、七宗町で事業実施
・近隣県及び各分野（教育、観光、防災等）への情報共有・調整
・横展開の手法や次期施策の方向性検討

横展開・次期施策の推進
・他自治体への展開（事例集、実施マニュアルの配布等）
・次期施策（※今後検討）の推進
※関係人口創出、防災連携、ふるさと教育等



ふたつのふるさと事業

MISSIONカサマツ～防災×冒険×友情の大作戦！～

笠松町



01
事業のねらい

物語性を持たせたミッション形式＝生徒が主体的に取り組む

1

2
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期待される効果



02 事業概要



03 活動スケジュール





04 活動内容の紹介（全体）



04 活動内容の紹介（全体）



04 活動内容の紹介（医療＆護身術ミッション）

テーマ「災害が起きた！自分や仲間のために、どう動く？」

★体を動かすことで自然にコミュニケーション★知識とともに「行動できる力」を習得 ★関係機関と協働



04 活動内容の紹介（防災脱出ミッション）

テーマ「災害が大怪獣となって笠松を襲う！謎を解き、ロボットを起動せよ」

★性格や得意不得意に関わらず、全員が参加できる設計

★防災知識を“使う”ことで定着

★楽しさを通じて主体的な学びを引き出す

★災害を“自分ごと”として考える意識形成



04
活動内容の紹介

（その他）



05 工夫した点・良かった点

実施前（探究・企画立案）

当日（協働・実践）

目的

具体的な工夫点

実施後（振り返り・地域還元）



06 成果と反応（実施後アンケート）



06 成果と反応（参加者の声）



06
その他の成果

地域への効果

自治体間交流の広がり



07 今後の展望



08 まとめ・メッセージ



「ヤーヤにゃん」と「ちゃちゃまる」、防災を学ぶ

ふたつのふるさと（海・山の防災交流）事業
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１．事業の目的・期待される効果

魅力発信 防災力強化 相互交流

温泉施設や銘菓など、

池田町の魅力を岐阜

県外の児童に体験し

てもらう

児童同士の相互交流

で友情を育み、将来

の関係人口の創出を

企図する

海の防災、山の防災

をお互いに学ぶこと

で、児童の防災意識

の強化に繋げる
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２．事業の概要

●交流実施日 12月20日（土）～12月21日（日）

「ヤーヤにゃん」と「ちゃちゃまる」、防災を学ぶ

●交流校 池田町立池田小学校 ６年生児童

●交流相手校 尾鷲市立向井小学校 ５・６年生児童

●実施場所 願成寺西墳之越古墳群、池田温泉ほか

●実施内容 古墳など史跡見学、ポリ袋炊飯体験、
防災クイズ、池田温泉への入浴など



２．当日活動スケジュール

１２月２０日（土）

12:00 対面式

13:25 池田町の歴史文化を学ぼう！

14:30 炊飯調理実習

17:45 池田温泉でほっと一息

19:00 交流レクリエーション①

20:00 避難所宿泊訓練

古墳、ハリヨ池などの史跡見学

ハイゼックスを用いた炊飯体験

「池田の名物を食べ比べ！」

7:00 池田山から日の出を見よう！

7:30 みんなで手作り朝食

9:30 防災・減災教室

11:00 交流レクリエーション②

11:50 池田温泉の魅力を知ろう！

12:45 振り返り・終了式

池田高校演劇部の公演を観劇

防災クイズ、カルタ、ビンゴで学習

「ドッヂビーで仲良くなろう！」

１２月２１日（日）
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３．当日の活動模様

対面式 池田町の歴史文化を学ぼう！

名刺交換ゲームでアイスブレイクを行い
ました

尾鷲の子には馴染みのない古墳や、県天
然記念物のハリヨ繁殖地を見学しました



３．当日の活動模様

ハイゼックス炊飯調理実習 池田温泉でほっと一息

赤十字奉仕団の指導のもと、ハイゼックス
を使ってご飯を炊き、カレーを食べました

町営の温泉施設の池田温泉で、１日の疲
れを癒しました

※災害救護用炊飯ポリ袋



３．当日の活動模様

池田の名物を食べ比べ！ 避難所宿泊訓練

池田町の名物であるお茶を使ったお菓子
を食べながら交流を深めました

防災士の進行で避難所を想定した段ボール
ベッドの組み立てや防災学習を行いました



３．当日の活動模様

尾鷲市の防災について 防災・減災教室

向井小の児童が、尾鷲市で行っている防
災について発表しました

池田小学校６年生の全児童と一緒に、ク
イズやビンゴ大会で楽しみました



３．当日の活動模様

池田温泉の魅力を知ろう！ 終了式

池田高校演劇部が企画した、池田温泉を
テーマにした公演を観劇しました

対面式と比べてみんなの表情が明るくな
り、楽しい交流事業になりました
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４．工夫した点

町内の防災関連団体との連携

日本赤十字奉仕団岐阜県支部や、防災士連絡協議会へ防災

に関わる指導を依頼

双方向の防災学習

両自治体の児童がお互いの防災を学び合い、興味を持つ

池田町の児童も尾鷲市へ派遣（町独自事業・次頁より）

「ちゃちゃまる」を随所に使用したプログラム構成

マスコットキャラクターを興味・関心のフックに

池田町への親しみを持ってもらう 関係人口の創出



●交流実施日 2月21日（土）～2月22日（日）

「ふたつのふるさと」尾鷲市研修派遣事業

●参加児童・生徒 12月交流に参加した児童６名を含む町
内の小中学生９名

●実施内容 防災担当課および豪雨災害経験者によ
る防災講話、県立熊野古道センターな
ど市内施設見学、尾鷲ヒノキを使用し
た箸作りワークショップなど

※町単独事業として実施



当日の様子

防災講話 箸作りワークショップ

名産の尾鷲ヒノキを使用した箸作り体験
を行いました

1日目は尾鷲市防災危機管理課、2日目は
尾鷲市前教育長よりお話いただきました



当日の様子

施設見学 向井小児童との再会

向井小の児童も途中合流し、再会の喜び
を分かち合いました！

県立熊野古道センターにて、尾鷲という
まちの特色について学びました
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５．交流の成果（アンケート・感想文より）

２．児童の防災意識の発揚

「どこかの知らないまち」から「友達のいるまち」へ

相手のまちに災害が起こったら…力になりたい！

お互いのまちを助ける意識

学んだ防災知識を活かす意欲

１．池田町の魅力の発信

３．「ふたつめのふるさと」意識の芽生え

尾鷲にはない古墳など、池田町の魅力が心に残る思い出に

楽しかったプログラム 「池田温泉」「名物食べ比べ」ともに100%！

・募金で復興に協力したい（85.7%）
・相手のまちのものを買って応援したい（71.4%）
・ボランティアで現地に手伝いに行きたい（57.1%）

もし、将来お互いのまちに災害が起こったら、あなた
はどうしますか？



５．今後の展望

自治体間交流の継続

プログラムをリーダー研修へリビルド

・町内児童生徒対象の防災キャンプへのプログラム活用

・災害を想定した避難所宿泊を本格化

・他自治体にも導入可能なモデルケースとしての運用

・尾鷲市研修派遣事業 2026年度も継続して実施予定

・小中学校の防災教育交流や合同避難訓練の検討

・両自治体において緊急時協力体制の構築
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６．おわりに

この「ふたつのふるさと」事業への採

択をきっかけとして、両自治体の児童が

お互いのまちを第二のふるさとと感じ、

また自分たちのふるさとの良さを改めて

考えることのできる良い機会になったと

感じております。

また、自治体職員としても、これまで

関わりのなかった池田町と尾鷲市が、連

携するきっかけとなる機会を与えていただきました。多分なご支援に感謝いたします。

今回の事業を通して得た繋がりの芽を、いかにして多方面に広げていくかを考えながら、今後

も事業を進めていきたいと思います。

この度は貴重な機会をありがとうございました。
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